
箱根町との交流活動
金栗四三さん生誕の地　和水町をPR
１月２日、３日に金栗四三さんが創設に関わった駅伝

競技の最高峰である箱根駅伝で、「金栗四三さん生誕の
地、和水町」のPR活動を行ってきました。
昨年の８月20日に金栗四三生家で締結した箱根町と

の包括連携協定に基づく交流活動の一環として箱根町を
訪問し、往路のゴール地である箱根町芦ノ湖にPRブー
スを設置。
実際に箱根駅伝を体感してみて、テレビから伝わる以

上の熱気を感じ取ることができ、学生ランナーにとって
は夢の場所であり、金栗四三さんが「世界に通用するラ
ンナーを育成したい」との思いは十分果たせている大会
だと実感しました。

勇猛果敢
令和２年消防出初式
１月12日、菊池川白石堰河川広場で消防出初式を開

催しました。
小木雅司団長率いる消防団員が、分列行進、通常点

検、玉落とし放水競技などを行いました。また、春富保
育園・あおば保育園の幼年消防隊による演技などがあ
り、式典では、年間優秀分団などの表彰が行われました。
表彰については、右のとおりです。
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幼年消防隊

PRブース 芦ノ湖

１月22日、教育長室で、菊水小学校校歌の歌詞に採用
された松尾一俊さん（上板楠）に、最優秀賞が進呈され
ました。
松尾さんは、応募にあたり、「菊水の四季折々の山々、
清流菊池川、いにしえの里をそれぞれ１番・２番・３番
の歌詞にしました。菊水小学校の児童が豊かな自然と歴
史ある『ふるさと菊水』に誇りをもち、大きな夢に向
かって飛躍していくイメージで作詞しました」と歌詞に
込めた思いを述べました。

１月19日、第44回玉名駅伝大会が開催されました。
玉名郡市から計10チームが参加し、和水町体育館駐車
場をスタート・フィニッシュとする全長41.5㎞（10区
間）の道のりを競い合いました。
当日は、天候にも恵まれ、中学生、高校生、一般のラ
ンナーたちが、自分が受け取ったタスキをゴールまでつ
なごうと一生懸命走っている姿に、沿道からたくさんの
声援が送られていました。
和水町は、レース序盤から上位を維持し、５区で一気
に１位に躍り出ると、６区以降の選手らが力走し、２位
の玉名市に約１分差をつけてフィニッシュしました。

１位でフィニッシュする池田海翔選手 和水町選手団

松尾一俊さん（左）と岡本教育長（右）

５年ぶりのＶ
第 44回玉名駅伝大会

菊水小学校校歌歌詞募集
最優秀賞を進呈
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